
マイクロスコープで観察
クモの目の位置が種類によって異なること説明して下さっているところ。

コガネグモを観察（左手前が加藤講師）

ジュンサイ池管理地ほかクモ観察会
2023年6月11日(赤字)および18日(青字)

１ キシノウエトタテグモとクモタケ 18日も
２ オナガグモ
３ ニホンヒメグモ
４ カグヤヒメグモ
５ ヤマトカナエグモの卵のう
６ ゴミグモ 18日も
７ コガネグモ 18日も
８ ナガコガネグモ 18日も
９ ヤマシロオニグモ 18日も
１０ ジョロウグモ 18日も
１１ アシナガグモ 18日も
１２ コシロカネグモ
１３ オオシロカネグモ18日も
１４ クサグモ 18日も
１５ コクサグモ 18日も
１６ ヤマトコマチグモ 18日も
１７ ヒラタグモ
１８ ササグモ 18日も
１９ マミジロハエトリ 18日も

①

日本蜘蛛学会会員 

加藤 輝代子氏
（ジュンサイを残そう市民の会会員）

１ チリイソウロウグモ
２ ギンメッキゴミグモ
３ イオウイロハシリグモ
４ アサヒエビグモ
５ アズチグモ
６ ワカバグモ
７ アズマカニグモ
８ チャイロアサヒハエトリ
９ オスクロハエトリ
１０ アオオビハエトリ
１１ ヤサアリグモ
１２ ヤガタアリグモ

加藤輝代子講師の解説は、
大変面白く、興味深く、参加者
を引き付けてやみません。

里山の象徴とされる本種
は、現在、千葉県レッド
データブックでは要保護
生物（Cランク）に指定
されるほど生息数が激減
しています。コガネグモ
が生息できる環境を残し
ていきたいですね！
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②
コガネグモ Ｘ字型の白い隠れ帯が特徴 ナガコガネグモ 縦線の白い隠れ帯

日本蜘蛛学会会員 

加藤 輝代子氏
（ジュンサイを残そう市民の会会員）

クモタケ
キシノウエトタテグモの冬虫夏草

イオウイロハシリグモ

ヤマトコマチグモの卵のう
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